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大山街道八王子道・千人同心日光往還道ウオーク 

第５回 坂戸駅から武蔵高萩駅 

計 画 歩行距離 約８．５ｋｍ。 

集 合 坂戸駅改札口 １０時 

 

第５回坂戸駅から武蔵高萩駅 

実施日 ２０２０（令和２）年１１月１８日（水）天候 晴 気温 高く汗ばむほど 

参加者 折本文夫、杉田 勝行、前北 勝司、中田 信義、伊藤 泰弘、中島 征雄 計 ６名 

コース 坂戸駅～（日光街道）～白鬚神社～才道木日光街道道標～庚申塔・馬頭観音～桜並木解説板～ 

    川崎平右衛門陣屋跡～日光街道と並木解説板～榜示杙（廃棄されたのか存在せず）～幸楽苑・ 

（昼食）～地蔵尊～並木南端～北小畔川～旧高萩郵便局～金毘羅大権現石碑～武蔵高萩駅 

 

写真は、２０１９（Ｒ０１）年５月１１日と今日のものを使用。 

  

 

ＧＰＳデータ 

歩行距離：８．６ｋｍ。 累計歩行距離 ４４．９ｋｍ。 

全体所要時間：３時間１８分。移動時間：２時間２０分。停止時間：５８分。 

移動平均速度：３。１８ｋｍ／ｈ。全体平均速度：２．２０ｋｍ／ｈ。 
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早朝から気温は高く、この時期の冷え込みではない。集合時間より３０分も早く全員が集まったので、

検温して、打ち合わせ後、駅北口を９時４０分に出発。線路に沿って西へ、踏切を渡って道なりに進む

と、県道７４号線にぶつかる。左折して５０ｍ程先の信号のある三叉路は県道７４号線から分かれて左

の道を行く。この道が「日光街道」である。 
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三叉路から３００ｍ強で東武越生線の踏切を渡り、そのすぐ先で関越自動車道を潜る。潜った所に「日

光街道」の標識がある。この辺で鶴ヶ島市に入り、「脚折（すねおり）町」というが、何かいわ 

くがあるのか。 

   

 街道を淡々と歩き、関越自動車道から約７００ｍの二つ目の信号の先で、旧街道は車道から斜め右に分 

かれる。道は住宅地の中を緩やかに左カーブして進む。太い車道にぶつかると左折し、直ぐの信号交差 

点を右折して渡る。直進し、寿橋で細い川を渡り、橋から２５０ｍ程の左側に鳥居があり、参道を入った 

奥に「白鬚神社」がある。 

   

白鬚神社 

 白鬚神社は、奈良時代に武蔵国開拓のために移住してきて高麗郡を開いた高句麗人たちの崇敬した神 

社で、郡内の各村々に鎮座し、二十六社があった。 

 当社に祀られている猿田彦命は、白鬚神社の根本社といわれる近江琵琶湖西岸の白鬚神社（比良明神） 

の祭神で、天孫降臨の道案内をしたといわれ、寿福、武運、縁結びなどの神である。 

 また、武内大神は、高句麗を滅ぼした新羅を征伐した権臣で、勇武、長寿の代表者である。二柱の神 

とも老翁の姿で現れていることから白髪長寿の神であるといわれている。 

 当社は、かつては、和田、高倉、大六道（上新田）、小六道（中新田）、太田ヶ谷、針□（ウ冠に口ノ 

口・・宮に似ている、「うり」と呼ぶ）、脚折の七か村の総鎮守であった。 

 神社のうしろには、樹齢約七百年といわれる県指定天然記念物の欅（けやき）の大木があり、当社の 

ご神木となっている。 

    昭和五十六年三月          埼玉県 
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市指定有形文化財（彫刻）脚折白鬚神社十一面観音菩薩立像 昭和六十二年十二月二十四日指定 

市指定有形文化財（歴史資料）白鬚神社棟札・銘札 平成六年二月二十四日指定 

 

白鬚神社には、市指定有形文化財があり、県指定天然記念物のケヤキがある。 

 

埼玉県指定天然記念物 脚折（すねおり）のケヤキ  

 指定年月日 昭和七年三月三十一日 

 幹回り七メートル 樹高十七メートル 樹齢九百有余年 

 この大けやきが指定された昭和七年当時は、樹高約三十六メートル、枝も二十数メートル四方に生い 

茂っていた巨木であった。しかし、昭和四十七年に風雨と自らの重みで枝回り三メートルもの大枝が破 

損し、中心となる幹の三分の一を裂き落下したため、翌年腐食防止及び支柱工事を行った。（後略） 
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白鬚神社から３００ｍ強の才道木（さいどうぎ）歩道橋の手前の三叉路の右手一角に植え込みがあり、 

そこに石碑があるが、なんなのかは不明。 

  

 

日光街道を進み次の脚折才道木（すねおりさいどうぎ）交差点の南西角に「道標」があり、「才道木

日光街道道しるべ」の解説板がある。 

  

 

市指定有形文化財 才道木日光街道道しるべ 平成十八年三月八日指定 

 この道しるべは、江戸時代の八王子と日光、川越と越生を結ぶ重要な街道が交わった場所にあります。 

形は角形の石柱で、大きさは高さ七十三センチ、幅二十三・五センチ、厚さ十五センチ、刻まれた干支 

から文政四年（十八二一）のものであることがわかります。 

 道しるべの各面には、「北 日光 坂戸」、「東 江戸 川越」、「南 八王子 高萩」、「西 慈光 越 

生」と刻まれています。南北は、この道が八王子から高萩（日高市）、坂戸を経て日光に通じる日光街 

道であったことを表しています。日光街道は、江戸時代、日光火の番の任に就くため、八王子に住んで 

いた千人同心（八王子千人同心）が、八王子と日光の往来に使った街道で、「日光脇往還」「千人同心街 

道」等とも呼ばれています。また、東西は川越街道（越生道とも呼ばれた）であったことを示し、東は 

川越を経て江戸へ通じ、西は、越生を経て古刹慈光寺（ときがわ町）へ通じることを表しています。 

 この道しるべは、貴重な文化遺産として約二十メートル程北の場所で大切に保存されてきましたが、 

平成十八年三月移設されました。 

    平成十八年三月   鶴ヶ島市教育委員会 
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 街道は、この辺りから桜並木となる。信号を渡った街道の左側に「庚申塔と馬頭観音」が祠に祀られ 

ている。 

 庚申塔と馬頭尊縁起 

 中国古代の道教に、干支の庚申の夜に人が眠ると体の中の「三尸（さんし）虫」がその人の日頃の罪 

を上帝に訴えて、命を短くするとの説があり、日本の庚申信仰はここから来ていると言われ、後に庚申 

の日には徹夜した過ごすという庚申講も行われた。 

 江戸時代までは、庚申の日には炒豆を食べ、女は針仕事はしなかった。 

 庚申塔は二百六十年前に建立され、見まい、聞くまい、話すまいがあるという話題の場所でもあり、 

三面六臂の相をした馬頭観音菩薩と、中央の手が合掌、右手に剣、左手に宝珠、下の右手に矢、左手に 

弓を持った青面金剛菩薩とが佇んでいる。 

 青面金剛菩薩の彫られている庚申塔の台座には、右に目かくしをした猿、中央に耳かくしをした猿、 

左に口をかくした猿がいる。この三猿の姿を見ざる、聞かざる、話さざるとか、見まい、聞くまい、話 

すまいと言って来たのである。尊像は邪鬼の上に立っており、両端には向き合った鶏、右メス、左オス 

が小さく彫られている。 

 庚申塔は、路傍に祀られ、道祖神の性格も持っており、病気・商売繫盛・家内安全の願いをこめ、才 

道木の人達だけでの庚申日待も戦時に休止になるまで行われていた。 

 これと並んで二百四十年前に建立された馬頭観音は脚折村の馬の病気回復と安全を祈願したもので 

あろう。 

  平成二十九年三月  才道木庚申塔保存会 
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 道路の右側に渡り、８０ｍ程進んだ中学校の門の先に「桜並木」の解説板がある。 

  

桜並木 

 この道は、古くは「日光街道」と呼ばれ、かつて日光東照宮を警護するため、八王子に拠点があった 

千人同心（幕府が江戸の外郭警備のために置いた武士集団）が往来した道で昔から交通の要衝とされて 

きました。 

 街道の杉や松は江戸時代（十七世紀後半）に植えられたものと言われ、かつては老樹が立ち並んでい 
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ました。この老樹も戦後にあった大型の台風により多くが倒れ、昔の面影がうすれていく有様を惜しん 

だ故川上庄作氏（三ツ木）が私費を投じて桜苗を購入し植え付け、現在の桜並木となりました。 

 この街道では、毎年三月下旬から四月上旬にかけて「桜まつり」が行われ多くの人で賑わい、憩いの 

場所として親しまれています。 

 これからも、この桜並木を皆様と共に親しみ、見守っていきたいと思います。 

   二〇〇一年四月七日      鶴ヶ島桜まつり実行委員会 

   

   

 街道の左側に渡り１００ｍ程進んだ斜め左に入った奥に「川崎平右衛門陣屋跡」がある。 

   

 

 鶴ヶ島市指定史跡 武州三角原（さんかくばら） 

  川崎平右衛門定季陣屋跡 平成八年三月二十一日指定 

 川崎平右衛門定季は元禄七年（十六九四）武蔵国多摩郡押立村（現在の府中市）の名主の家に生まれ 

ました。元々農業に従事し、荒地の開墾や用水・灌漑の改善など各種振興事業をを行ったり、私財を投 

じて窮民を救ったこともあり、篤農家として村民からは厚い信頼を受けていました。抜擢されて新田世 

話役、のちに代官となり武蔵野新田開発を成功に導きました。この三角原は新田開発に当たり、彼が拠 

点として陣屋を設けたところです。 

 享保七年（十七二二）徳川吉宗による新田開発令が出て、武蔵野台地の全面的な開拓が進められたが、 

これは多数の新田村をつくり、石高にして十一万二千石（一石は約一八〇リットル）の増収を得ようと 

する計画でした。 

 開発当初の出百姓（入植者）は困窮はなはだしく、また大凶作にも見まわれ、元文四年（十七三九） 

には新田の総家数十三二七戸のうち十六一戸が潰れ百姓（破産した農家）となり、どうにか生活してい 

けるものはわずか九戸であったといいます。幕府は武士が指導した新田開発が失敗した苦い経験から農 

民出身の平右衛門を南北武蔵野新田世話役に登用し、農民の実情にあった新田開発事業を推進させまし 

た。 

 平右衛門と農民の努力の結果、多摩郡・高麗郡・入間郡・新座郡にわたって五百町歩（約五〇〇ヘク 

タール）の新田がみごとに開墾され、やがて享保三年（十七四三）平右衛門は代官に任せされました。 
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 その後、明和四年（十七六七）、平右衛門は幕府勘定所の検査をする勘定吟味役兼銀山奉行となりま 

したが、同年六月七四才で生涯を終えました。 

 ここにある小祠は、寛政十年（十七九八）新田の農民達が平右衛門の徳を追慕して建てたもので、正 

面に川崎大明神と刻み込まれています。 

 陣屋は平右衛門が美濃に任地替になったため建物は取り払われましたが、土塁や堀は昭和十六年日本 

農地開発営団の開墾が始まるまで残っており、現在の土塁はその後に作られたものです。 

 平成五年に陣屋跡の確認調査を実施したところ、位置は現在のものと一部分で重なりながらも、西側 

を走る日光街道杉並木と並行し、堀跡等は発見され陣屋跡の規模からそれまで考えられていたものより 

約三倍（東西五三.五メートル、南北五五メートル）の大きさがあることがわかりました。 

  平成十一年三月             鶴ヶ島市教育委員会 

   

   

 陣屋跡から農道を南西に向かい、日光街道と交わる手前の右側に「日光街道と並木」の説明板がある。 

  

日光街道と並木 

 近世における江戸より日光への道は、五街道の一つである「日光道中（日光街道）」や将軍社参の道 

である「日光御成道」が中心的な道として知られている。 

 家康、家光廟が祀られている日光山は、幕府や各藩の大名はもちろん、各地の武士、町民、農民など 

にも尊敬され、多くの人々が参詣に赴（おもむ）いていた。このため、日光への道はこれら二大街道以外 
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にも“裏街道”“脇往還”と称されるものが、各地に存在する。 

 この街道は、江戸時代に八王子にいた千人同心が日光東照宮の火の番を交代で勤めるために、往来し 

た道で、地元では日光街道といわれているが、別名千人同心街道とも呼ばれた。いわゆる日光脇往還で 

ある。この日光街道はもともと小田原北条氏により新設された軍用道路として原型があったらしく、そ 

れが江戸時代に入り、整備拡張された。 

 県下に誇るこの街道にある並木は寛永年間（十六二四～十六四四）に、川越藩主松平伊豆守が植えた 

と伝えられている。 

 江戸時代、並木は地元の人々による手厚い管理、保護、育成を受けていた。また、植樹による補充も 

絶えず行われ、その努力を記（しる）した文書も数多く残されている。しかし、残念ながら近年、杉の大 

樹の数も随分とまばらになってしまい、点々と残る老樹は今もなお、歴史の重みを感じさせてくれる。 

 現在、並木は鶴ヶ島市、川越市、日高市にまたがって、五.三キロメートルと長く続いている。樹の 

種類は杉と松が主で、ひのき、くぬぎ、なら、そろ（アカシデ、イヌシデ等シデ類：中島注）、などが混じっ 

ている。また、多数の桜が植えられて、桜並木の感がする所もあり、桜花の季節には行き交う人々の目 

を楽しませている。    平成六年六月三十日       鶴ヶ島市教育委員会 

 

 傍の信号のある歩道を渡ると右角に「榜示杙」と「説明板」があるはずが撤去されてしまったようだ。 

   

榜示杙（ぼうじぐい） 

 牓示とも書く。榜示とは領地の境界を示す標識のことで、古代、中世の寺院、神社の所領や荘園など 

の範囲を確認するため、その四至、すなわちその四方に設置されたのがはじまりという。一般に石材や 

木杭、自然木などが利用された。 

 越後国、奥山荘（新潟県蒲原郡）の石榜示のごとく巨石を用いた例などもある。 

 明治初年まで当市の日光街道にも村境を示すものとして、二本の榜示杙（木杭）が立っていた。 

      平成六年六月三十日         鶴ヶ島市教育委員会 

 

 街道から左に入った所に昼食場所の幸楽苑がある。まだ、早い時間だったので空いていた。（１０：

５８～１１：３５） 

２６０ｍ程進んだ高倉天神交差点で日光街道は国道４０７号線に合流。 
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これから２．６ｋｍ先の並木が終わるまで一直線の道が続き、右側の並木をただ、淡々と歩く。 

   

１． ４ｋｍ程の信号交差点の手前の茂みの中に地蔵尊が二体ある。一体の脇に彫られている文字は読め

ない。 

１ｋｍ程進み、高萩北杉並木交差点で左に国道４０７号線を分けて、直進。 
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１００ｍ程で並木は終わり、道は左にカーブする。ファミリーマートの先の道を右に入り、最初の道を 

左折すると北小畔川に突き当たるので右の橋を渡る。 

    

    

旧街道は斜め左に進んでいたが、今は道が無いので、川沿いに左折し、先ほど分かれた車道の戻る。こ

の辺りから高萩宿となる。川越線のガードの先の高萩交差点までが宿であった。 

  

  

長い立派な塀を持つ屋敷の先に明治十二年に設置された「高萩郵便局」が残っており、その先、八高 

線のガードの手前に「金毘羅大権現」の石碑と「高萩宿の歴史」と「清水喜右衛門（清水万次郎 高萩 

の万次郎）と金毘羅大権現」の解説板がある。 
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高萩宿の歴史 

関東を支配していた小田原北条氏（後北条氏）は、北からの勢力に対抗するため八王子城、川越城、 

松山城、鉢形城を固め、兵員や軍需物資の移動のため街道や宿場（伝馬）を整備しました。そのひとつ 

として八王子城から松山城、そして鉢形城を結ぶ街道が整備され、天正年間、織田信長が本能寺の変で 

亡くなる頃、高萩に新たに宿場が設けられ、二・七の六斎市（２日、７日、１２日、１７日、２２日、 

２７日の６日間市が立つ）が実施されました。隣の坂戸宿もこの頃新設されました。 

 江戸時代に入り、東海道平塚宿（神奈川県）と中山道熊谷宿との往復道として利用される一方、八王 

子千人同心が日光（江戸幕府初代将軍徳川家康を祀る東照宮がある）の火の番を交代でつとめることに 

なり、後北条氏が整備した街道が利用され、承応元（十六五二）年、八王子から高萩を通り日光に行く 

ルートが定められました。以来、高萩を南北につらぬく道は日光千人同心街道（日光脇往還）と呼ばれ 

ました。高萩宿は、八王子から６番目の宿場でしたが、宿泊することはありませんでした。旅宿という 

よりは継立宿としての性格が強い宿場でした。高萩宿は参勤交代で大名が利用する街道ではなかったた 

め、本陣・脇本陣はなく、旅籠が数軒（「亀屋」「清水屋」他）ありました。また、宿場の最高責任者で 

ある「問屋（といや）」が２軒あり、交代で役職を勤めていました。全体では宿場通りの左右に３０軒 

ほどの家並みがありました。 

 問屋の主な仕事は「人馬の継立業務」でした。人馬の継立とは、幕府関係者（八王子千人同心）や大 

名の家来や大きな寺社関係者が旅をする際、これら関係者の荷物を次の宿場（狭山の根岸宿、坂戸宿） 

まで、高萩村・下高萩村の村民に馬を使ったりして運ばせる仕事です。これを「伝馬」といいます。た 

だし費用は、朱印状（証明書）持参の場合は、帰定数以内ならすべて地元負担でした。両村だけでは人 

数が足りない場合、女影村・大谷沢村・下大谷沢村などに協力してもらいました。これを「助郷」とい 

います。伝馬費用は地元負担であったため高萩村を苦しめ、安政２（１８５５）年の記録では、高萩村

下高萩村併せて家数は１１２軒でしたが、以前と比べると４７，８軒も減ったといいます。伝馬の負担

はいかに大きかったかがわかります。 

 明治に入り宿場としての役割は終わりますが、高萩宿は変わらず地域の中心でした。明治１１年１１ 

月に黒須警察署高萩分署が新設され巡査５人が配属されました。また翌明治１２年１２月高萩郵便局が 

創置されました。郵便局の建物は現在も残っていますが、警察署高萩分署については明治１２年の大火 
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で焼失、光全寺に仮分署が置かれましたが再建されず、同１６年に改めて交番所が上宿に置かれました。 
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ガードを潜って、高萩交差点を右折する。冬桜が満開 

  

   

    

１２０・３０ｍ進んで左の橋を渡って川沿いに進む道が街道なのだが、曲がらず進み、高萩駅前信号交

差点を右折、少し上ると武蔵高萩駅がある。 

  

１２時５７分到着。今日はここまで。 

 


